
子どもの身近に～デジタルメディア～

～ 

 

 

コロナ禍で、生活様式に変化が見られます。例えば、外食

が減って家食に、友達の家に行って遊ぶのでなく自宅で な

ども、その一例ではないでしょうか。いわゆる“ステイホー

ム”です。今を生きる園児たちにとっては、これが、当たり

前かもしれませんが、これまでに子育てをしてきた者たちに

とっては、新しいことです。 

同時に、世の中の変化が拍車をかけて、子どもたちを取り

巻く環境は、どんどん変化しています。 

実際、“ステイホーム”生活で、幼児のいる家庭の 27.5%（ベネッセ教育総合研究所 2020.5 調査）が、

「子どもがゲーム機やデジタルメディアを使う時間が増えている」と回答しています。 
 

■本園でも、先日の休園期間に「子どもたちは 家でどうしているのか」と話題になりました。 

各家庭の状況によって様々ですが、先の同調査データから紹介します。（2021.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

➤もちろん、紙の絵本や本、テレビ番組の使用率は高いのですが、そこに新たに加わった新たな 

 ツールは『広がり』を意味します。使いこなすことは、集中力がついたとか、自分の興味・関心 

にあったものを自ら発見し、主体性を発揮しながら世界を広げていくとか考えられます。 

とはいえ・・・！ です。               

★上手につきあうため ＜大切にしたい３つのこと＞ 

  １ 親子で一緒に楽しみましょう 

  ２ 年齢、発達に合った質の良いものを選びましょう 

  ３ 将来を見越して、家族で使い方を考えて使いましょう 

＊さらに、こう述べられています。 

・保護者が、スマートフォンを片手に食事をしていたり、人の話を聞きながら 

操作していたりしたら、子どもはまねするでしょう。 

  ・依存といえる状態の子どもは、他に生活リズムの乱れや親子関係の問題などが背景にある。 
 

 ■子どもたちの生活から、もはやデジタルメディアを切り離すことは現実的ではありません。 

   ➤デメリットを可能な限り小さくしながら、メリットをできるだけ大きくしていく工夫を！ 

（参考：菅原ますみ「これからの幼児教育」ﾍﾞﾈｯｾ教育総合研究所ｻｲﾄ「小さな子どもとメディア」より） 

  

 

羽 島 市 立 西 部 幼 稚 園 

令和４年２月 14日 No.２０ 

   園  長 安 藤 賢 治 



★本園 PTA 家庭教育学級の活動が、県担当課より、岐阜地区全域に紹介されました。（1/24 発行） 

 


